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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータプログラムを記憶したコンピュータ可読記憶媒体において、
　前記コンピュータプログラムは、ユーザが入力した検索クエリによりコンピュータネッ
トワーク上で複数のドキュメントを検索した結果のランキング方法を実施させるものであ
り、前記方法は、
前記ネットワーク上の前記複数のドキュメントの各々に対して、ネットワーク記憶システ
ムが生成して前記ネットワーク記憶システムが記憶する前記ドキュメントの利用値Ｕを考
慮に入れたクエリ非依存の利用パラメータＱＩＤを生成するステップと、
前記ドキュメントの前記利用値Ｕは、もし実際の利用データがあるならば所与の時間期間
内における前記ドキュメントの合計閲覧数であり、実際の利用データがないならば前記ド
キュメントに割り当てられるデフォルトの利用値であり、前記クエリ非依存の利用パラメ
ータＱＩＤは、以下の２つの式（１）、式（２）のいずれか１つで表されるものであり、
（式１）

【数１】

ただし、
　　　　　Ｕは実際の利用値またはデフォルトの利用値を表し、ｗuおよびｋuは、前記利
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用値に対する調整パラメータを表し、又は
（式２）
　ＱＩＤ（ドキュメント）＝ｗu［１＋ｅｘｐ（－ｋuＵ－Ｂ）］＋Ｃ
ただし、
　　　　　Ｕは、実際の利用値またはデフォルトの利用値を表し、ｗu、ｋu、Ｂ、および
Ｃは、利用値に対する調整パラメータを表し、
ユーザにより入力された検索ストリングを含む検索クエリによりネットワーク上で前記複
数のドキュメントを検索して、前記複数のドキュメントの各々についての前記検索ストリ
ングへの関連性を表す適合性スコアＱＤを生成するステップと、
前記クエリ非依存の利用パラメータＱＩＤと前記適合性スコアＱＤとの和ＱＩＤ＋ＱＤか
らなるランキング関数の値に基づいて、検索された前記複数のドキュメントをランキング
して、ユーザに前記ランキング付けされた検索結果を提供するステップと、
を備えることを特徴とするコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２】
　　前記クエリ非依存の利用パラメータＱＩＤは、以下の式の追加のＱＩＤコンポーネン
トをさらに含む
【数２】

ただし、
　ｗcdはクエリ非依存コンポーネントの重みを表し、
　ｂcdはクリック距離の重みを表し、
　ｂudはＵＲＬ深さの重みを表し、
　ＣＤはドキュメントに対して計算されたクリック距離または割り当てられたバイアスさ
れたクリック距離を表し、
　ｋewはエッジ重みに関係する調整定数を表し、
　ＵＤはＵＲＬ深さを表す、
ことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３】
　ネットワーク上の複数のドキュメントのランキングをするためにコンピュータが実施す
る方法であって、前記方法は、
前記ネットワーク上の前記複数のドキュメントの各々に対して、ネットワーク記憶システ
ムが生成して前記ネットワーク記憶システムが記憶する前記ドキュメントの利用値Ｕを考
慮に入れたクエリ非依存の利用パラメータＱＩＤを生成するステップと、
前記ドキュメントの前記利用値Ｕは、もし実際の利用データがあるならば所与の時間期間
内における前記ドキュメントの合計閲覧数であり、実際の利用データがないならば前記ド
キュメントに割り当てられるデフォルトの利用値であり、前記クエリ非依存の利用パラメ
ータＱＩＤは、以下の２つの式（１）、式（２）のいずれか１つで表されるものであり、
（式１）
【数３】

ただし、
　　　　　Ｕは実際の利用値またはデフォルトの利用値を表し、ｗuおよびｋuは、前記利
用値に対する調整パラメータを表し、又は
（式２）
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　ＱＩＤ（ドキュメント）＝ｗu［１＋ｅｘｐ（－ｋuＵ－Ｂ）］＋Ｃ
ただし、
　　　　　Ｕは、実際の利用値またはデフォルトの利用値を表し、ｗu、ｋu、Ｂ、および
Ｃは、利用値に対する調整パラメータを表し、
ユーザにより入力された検索ストリングを含む検索クエリによりネットワーク上で前記複
数のドキュメントを検索して、前記複数のドキュメントの各々についての前記検索ストリ
ングへの関連性を表す適合性スコアＱＤを生成するステップと、
前記クエリ非依存の利用パラメータＱＩＤと前記適合性スコアＱＤとの和ＱＩＤ＋ＱＤか
らなるランキング関数の値に基づいて、検索された前記複数のドキュメントをランキング
して、ユーザに前記ランキング付けされた検索結果を提供するステップと、
を備えることを特徴とする方法。
【請求項４】
　　前記クエリ非依存の利用パラメータＱＩＤは、以下の式の追加のＱＩＤコンポーネン
トをさらに含む

【数４】

ただし、
　ｗcdはクエリ非依存コンポーネントの重みを表し、
　ｂcdはクリック距離の重みを表し、
　ｂudはＵＲＬ深さの重みを表し、
　ＣＤはドキュメントに対して計算されたクリック距離または割り当てられたバイアスさ
れたクリック距離を表し、
　ｋewはエッジ重みに関係する調整定数を表し、
　ＵＤはＵＲＬ深さを表す、
ことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ネットワーク上の複数のドキュメントのランキングをするコンピュータ・システムであ
って、前記システムは、
前記ネットワーク上の前記複数のドキュメントの各々に対して、ネットワーク記憶システ
ムが生成して前記ネットワーク記憶システムが記憶する前記ドキュメントの利用値Ｕを考
慮に入れたクエリ非依存の利用パラメータＱＩＤを生成する手段と、
前記ドキュメントの前記利用値Ｕは、もし実際の利用データがあるならば所与の時間期間
内における前記ドキュメントの合計閲覧数であり、実際の利用データがないならば前記ド
キュメントに割り当てられるデフォルトの利用値であり、前記クエリ非依存の利用パラメ
ータＱＩＤは、以下の２つの式（１）、式（２）のいずれか１つで表されるものであり、
（式１）

【数５】

ただし、
　　　　　Ｕは実際の利用値またはデフォルトの利用値を表し、ｗuおよびｋuは、前記利
用値に対する調整パラメータを表し、又は
（式２）
　ＱＩＤ（ドキュメント）＝ｗu［１＋ｅｘｐ（－ｋuＵ－Ｂ）］＋Ｃ
ただし、
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　　　　　Ｕは、実際の利用値またはデフォルトの利用値を表し、ｗu、ｋu、Ｂ、および
Ｃは、利用値に対する調整パラメータを表し、
ユーザにより入力された検索ストリングを含む検索クエリによりネットワーク上で前記複
数のドキュメントを検索して、前記複数のドキュメントの各々についての前記検索ストリ
ングへの関連性を表す適合性スコアＱＤを生成する手段と、
前記クエリ非依存の利用パラメータＱＩＤと前記適合性スコアＱＤとの和ＱＩＤ＋ＱＤか
らなるランキング関数の値に基づいて、検索された前記複数のドキュメントをランキング
して、ユーザに前記ランキング付けされた検索結果を提供する手段と、
を備えることを特徴とするコンピュータ・システム。
【請求項６】
　　前記クエリ非依存の利用パラメータＱＩＤは、以下の式の追加のＱＩＤコンポーネン
トをさらに含む
【数６】

ただし、
　ｗcdはクエリ非依存コンポーネントの重みを表し、
　ｂcdはクリック距離の重みを表し、
　ｂudはＵＲＬ深さの重みを表し、
　ＣＤはドキュメントに対して計算されたクリック距離または割り当てられたバイアスさ
れたクリック距離を表し、
　ｋewはエッジ重みに関係する調整定数を表し、
　ＵＤはＵＲＬ深さを表す、
ことを特徴とする請求項５に記載のコンピュータ・システム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　所与の検索クエリに対するその適合性に従ってドキュメントをランク付けするランキン
グ関数が知られている。知られたランキング関数を使用する検索エンジンによって生成さ
れる検索結果と比較して、所与の検索クエリに対する検索結果が良好であるランキング関
数を開発する努力が当技術分野で続けられている。
【０００２】
【特許文献１】米国特許出願第１０／９５５９８３号明細書
【特許文献２】米国特許出願第１１／２０６２８６号明細書
【特許文献３】米国特許第６４６３４５５号明細書
【特許文献４】米国特許第６６３１３６９号明細書
【特許文献５】米国特許出願第１０／８０４３２６号明細書
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本明細書では特に、ネットワーク上の所与のドキュメントに対してドキュメント適合性
スコアを決定するための様々な技術が述べられている。ドキュメント適合性スコアは、１
つまたは複数のクエリ非依存コンポーネントを含むランキング関数により生成され、少な
くとも１つのクエリ非依存コンポーネントは、ネットワーク上の１つまたは複数のドキュ
メントに対してウェブサーバ上で維持され、かつ記憶された実際のドキュメント利用デー
タを考慮に入れる利用パラメータを含む。ランキング関数は、複数のドキュメントのドキ
ュメント適合性スコアに基づき、複数のドキュメントを順番に（通常、降順に）ランク付
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けするために検索エンジンにより使用され得る。
【０００４】
　この要約は、概して、以下の「詳細な説明」セクションで簡略化された形で述べた１つ
または複数の選択した概念に読者を導くために提供される。この要約では、特許請求され
る主題の重要な、かつ／または必要な特徴を特定することを意図していない。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００５】
　本明細書に開示の方法およびプロセスの原理について理解を促進させるために、特有の
諸実施形態の説明が行われ、またその特有の諸実施形態を述べるために特有の言語が使用
される。そうではあるが、特有の言語を使用することにより開示の方法およびプロセスの
範囲を限定することを意図していないことが理解されよう。論じられる開示の方法および
プロセスの原理の改変、さらなる変更、およびこのようなさらなる応用は、開示の方法お
よびプロセスが属する技術分野の当業者であれば普通に行うはずのものとして企図される
。
【０００６】
　ネットワーク上のドキュメントに対するドキュメント適合性スコアを決定する方法が開
示される。各ドキュメント適合性スコアは、望ましくは、１つまたは複数のクエリ非依存
コンポーネント（例えば、所与の検索クエリまたは検索クエリタームに依存しない関数コ
ンポーネント）、１つまたは複数のクエリ依存コンポーネント（例えば、所与の検索クエ
リまたは検索クエリタームの仕様に依存する関数コンポーネント）、またはその組合せを
含むランキング関数を用いて計算される。ランキング関数により決定されたドキュメント
適合性スコアは、各ドキュメント適合性スコアに従って、ネットワーク空間（例えば、企
業のイントラネット空間）内のドキュメントをランク付けするために使用することができ
る。開示の方法を使用できる例示的な検索プロセスが、図１に例示的なプロセス１０とし
て示される。
【０００７】
　図１は、プロセスステップ８０で開始する例示的な検索プロセス１０を示しており、ユ
ーザが検索クエリを入力する。ステップ８０から、例示的な検索プロセス１０はステップ
２００に進み、検索エンジンが、検索クエリの１つまたは複数のタームを求めてネットワ
ーク空間内のドキュメントをすべて検索する。ステップ２００から、例示的な検索プロセ
ス１０はステップ３００に進み、検索エンジンのランキング関数が、１つまたは複数のク
エリ非依存コンポーネント、１つまたは複数のクエリ依存コンポーネント、またはその組
合せに基づいた各ドキュメントの適合性スコアに基づき、ネットワーク空間内のドキュメ
ントをランク付けする。ステップ３００から、例示的な検索プロセス１０はステップ４０
０に進み、ランク付けされた検索結果が、通常、降順でユーザに示され、検索クエリに最
も適合するネットワーク空間内のドキュメントが特定される。
【０００８】
　以下でさらに詳細に論ずるように、ドキュメント適合性スコアを決定するいくつかの例
示的な方法では、ドキュメント適合性スコアを決定するために使用されるランキング関数
の少なくとも１つのクエリ非依存コンポーネントは、１人または複数のユーザによるネッ
トワーク内の１つまたは複数のドキュメントの実際の利用に関連する「ドキュメント利用
データ」、または「ドキュメント利用統計」を考慮に入れる。ドキュメント利用データお
よび／または統計は、所与の検索エンジンとは別のウェブサーバ上のアプリケーションコ
ードにより生成され、かつ記憶される。例えば、ドキュメント利用データは、ユーザがＵ
ＲＬを要求する度にサーバが利用カウンタを更新するように、ウェブサイトにより維持す
ることができる。利用カウンタは、先週、先月、前年、または所与のドキュメントもしく
は１組のドキュメントの生存期間など、所与の時間間隔に対して取得されたドキュメント
関連データを維持することができる。アプリケーションコードは、（ｉ）特殊なＡＰＩ（
ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、もしくは（
ｉｉ）ウェブサービス要求を介して、または（ｉｉｉ）ウェブサイト上のすべてのＵＲＬ
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に対して利用データを返す管理ウェブページを要求することにより、ウェブサイトから利
用データを取得するために使用することができる。
【０００９】
　特定のウェブサイトは、ネットワーク空間内で利用データを生成し、かつ維持するよう
に、ならびにローカルまたは遠隔の記憶システムに利用データを記憶するように使用する
ことができる。ネットワーク空間内のドキュメントの利用データを生成し、維持し、かつ
記憶するために適切なウェブサイトは、これだけに限らないが、ＷＩＮＤＯＷＳ（登録商
標）ＳＨＡＲＥＰＯＩＮＴ（登録商標）Ｓｅｒｖｉｃｅｓサイトを含む。
【００１０】
　ドキュメント適合性スコアを決定する開示の方法はさらに、１つまたは複数の追加のク
エリ非依存コンポーネントを含むランキング関数を使用することができる。適切な追加の
クエリ非依存コンポーネントは、これだけに限らないが、２００４年８月３０日に出願さ
れた、「SYSTEM AND METHOD FOR RANKING SEARCH RESULTS USING CLICK DISTANCE」と題
する特許文献１に記載のネットワーク空間内の各ドキュメントに対するクリック距離を考
慮に入れるクエリ非依存コンポーネント、２００５年８月１５日に出願された、「RANKIN
G FUNCTIONS USING A BIASED CLICK DISTANCE OF A DOCUMENT ON A NETWORK」と題する特
許文献２に記載のネットワーク空間内の各ドキュメントに対してバイアスされたクリック
距離を考慮に入れるクエリ非依存コンポーネント、およびネットワーク空間内の各ドキュ
メントに対するＵＲＬを考慮に入れるクエリ非依存コンポーネントを含む。本特許出願の
譲受人に譲渡された前述の米国特許出願のそれぞれの主題を、参照により本明細書にその
全体を組み込む。
【００１１】
　さらに他の例示的な実施形態では、ドキュメント適合性スコアを決定する開示の方法は
、上記で述べたドキュメント利用パラメータと、１つまたは複数の上記で述べた追加のク
エリ非依存コンポーネントとを共に含む少なくとも１つのクエリ非依存コンポーネントを
含むランキング関数を使用する。
【００１２】
　ドキュメント適合性スコアは、ネットワーク空間内のドキュメントをランク付けするた
めに使用され得る。例えば、ネットワーク上のドキュメントをランク付けする方法は、上
記で述べた方法を用いて、ネットワーク上の各ドキュメントに対するドキュメント適合性
スコアを決定するステップと、各ドキュメントのドキュメント適合性スコアに基づき、所
望の順番で（通常、降順で）ドキュメントをランク付けするステップとを含むことができ
る。
【００１３】
　ドキュメント適合性スコアはまた、検索クエリの検索結果をランク付けするために使用
することができる。例えば、検索クエリの検索結果をランク付けする方法は、上記で述べ
た方法を用いて、検索クエリの検索結果における各ドキュメントに対するドキュメント適
合性スコアを決定するステップと、各ドキュメントのドキュメント適合性スコアに基づい
て、所望の順番で（通常、降順で）ドキュメントをランク付けするステップとを含むこと
ができる。
【００１４】
　本明細書で開示された方法を使用するアプリケーションプログラムは、様々なハードウ
ェアコンポーネントを備える様々なコンピュータシステム上にロードされ、実行され得る
。本明細書で開示された方法を実施するための例示的なコンピュータシステムおよび例示
的な動作環境を以下で述べる。
【００１５】
　例示的な動作環境
　図２は、本明細書に開示の方法が実装され得る適切なコンピューティングシステム環境
１００の例を示す。コンピューティングシステム環境１００は、適切なコンピューティン
グ環境の一例にすぎず、本明細書に開示された方法の利用または機能の範囲に関して何ら
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かの限定を示唆するものではない。コンピューティング環境１００は、例示の動作環境１
００で示されたコンポーネントの任意の１つまたは組合せに関して何らかの依存性または
要件を有するものと解釈すべきではない。
【００１６】
　本明細書に開示の方法は、数多くの他の汎用または専用のコンピューティングシステム
環境もしくはコンフィギュレーションで動作可能である。本明細書に開示の方法と共に使
用するのが適切であり得る周知のコンピューティングシステム、環境、および／またはコ
ンフィギュレーションの諸例は、これだけに限らないが、パーソナルコンピュータ、サー
バコンピュータ、ハンドヘルドもしくはラップトップ装置、マルチプロセッサシステム、
マイクロプロセッサベースのシステム、セットトップボックス、プログラム可能な家庭用
電子機器、ネットワークＰＣ、ミニコンピュータ、メインフレームコンピュータ、上記シ
ステムもしくは装置のうちの任意のものを含む分散コンピューティング環境などを含む。
【００１７】
　本明細書に開示の方法およびプロセスは、コンピュータによって実行される、プログラ
ムモジュールなどのコンピュータ実行可能命令の一般的なコンテキストで記述することが
できる。一般に、プログラムモジュールは、特定のタスクを実施する、または特定の抽象
データ型を実施するルーチン、プログラム、オブジェクト、コンポーネント、データ構造
などを含む。本明細書で開示の方法およびプロセスはまた、タスクが、通信ネットワーク
を介してリンクされた遠隔の処理装置により実施される分散コンピューティング環境中で
実施することもできる。分散コンピューティング環境では、プログラムモジュールを、メ
モリ記憶装置を含むローカルおよび遠隔のコンピュータ記憶媒体中に配置することができ
る。
【００１８】
　図２を参照すると、本明細書で開示の方法およびプロセスを実施するための例示的なシ
ステムは、コンピュータ１１０の形の汎用コンピューティング装置を含む。コンピュータ
１１０のコンポーネントは、これだけに限らないが、処理装置１２０、システムメモリ１
３０、およびこれだけに限らないが、システムメモリ１３０から処理装置１２０を含む様
々なシステムコンポーネントを結合するシステムバス１２１を含むことができる。システ
ムバス１２１は、メモリバスもしくはメモリコントローラ、周辺バス、および任意の様々
なバスアーキテクチャを使用するローカルバスを含むバス構造のいくつかのタイプのうち
の任意のものとすることができる。例のためであり、これだけに限らないが、このような
アーキテクチャは、ＩＳＡ（Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ
ｕｒｅ）バス、ＭＣＡ（Ｍｉｃｒｏ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）バス
、ＥＩＳＡ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＩＳＡ）バス、ＶＥＳＡ（Ｖｉｄｅｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏ
ｎｉｃｓ　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）ローカルバス、およびメザニ
ン（Ｍｅｚｚａｎｉｎｅ）バスとしても知られるＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏｍ
ｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ：周辺コンポーネント相互接続）バスを含む。
【００１９】
　コンピュータ１１０は、通常、様々なコンピュータ可読媒体を含む。コンピュータ可読
媒体は、コンピュータ１１０によりアクセスされ得る利用可能な任意の媒体とすることが
でき、揮発性および不揮発性媒体、取外し可能および取外し不能な媒体を共に含む。例の
ためであり、限定するものではないが、コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体
および通信媒体を含むことができる。コンピュータ記憶媒体は、コンピュータ可読命令、
データ構造、プログラムモジュール、または他のデータなどの情報を記憶するための任意
の方法または技術で実施される揮発性および不揮発性、取外し可能および取外し不能媒体
を含む。コンピュータ記憶媒体は、これだけに限らないが、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯ
Ｍ、フラッシュメモリもしくは他のメモリ技術、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ（ｄｉｇｉｔａｌ
　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｋｓ：多用途デジタルディスク）、もしくは他の光ディス
クストレージ、磁気カセット、磁気テープ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記
憶装置、あるいは所望の情報を記憶するのに使用することができ、コンピュータ１１０に
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よりアクセスできる任意の他の媒体を含む。通信媒体は、通常、コンピュータ可読命令、
データ構造、プログラムモジュール、または他のデータを、搬送波もしくは他の移送機構
などの変調されたデータ信号で具現化し、また任意の情報送達媒体を含む。用語「変調さ
れたデータ信号」とは、１つまたは複数のその特性を、信号中に情報を符合化するように
設定もしくは変更させた信号を意味する。例示のためであり、限定するものではないが、
通信媒体は、有線ネットワークや直接有線接続などの有線媒体、および音響、ＲＦ、赤外
線、他の無線媒体などの無線媒体を含む。上記の任意のものの組合せもまた、本明細書で
使用されるコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００２０】
　システムメモリ１３０は、ＲＯＭ（読取り専用メモリ）１３１、およびＲＡＭ（ランダ
ムアクセスメモリ）１３２などの揮発性および／または不揮発性メモリの形のコンピュー
タ記憶媒体を含む。起動中などに、コンピュータ１１０内のエレメント間で情報を転送す
るのを助ける基本ルーチンを含むＢＩＯＳ（基本入出力システム）１３３は、通常、ＲＯ
Ｍ１３１に記憶される。ＲＡＭ１３２は、通常、処理装置１２０が直ちにアクセス可能で
あり、かつ／または現在処理されているデータおよび／またはプログラムモジュールを含
む。例のためであり、限定するものではないが、図２は、オペレーティングシステム１３
４、アプリケーションプログラム１３５、他のプログラムモジュール１３６、およびプロ
グラムデータ１３７を示す。
【００２１】
　コンピュータ１１０はまた、他の取外し可能／取外し不能、揮発性／不揮発性コンピュ
ータ記憶媒体を含むことができる。例示のためだけであるが、図２は、取外し不能な、不
揮発性の磁気媒体から読み取りもしくはそれに書き込むハードディスクドライブ１４０と
、取外し可能な、不揮発性の磁気ディスク１５２から読み取りもしくはそれに書き込む磁
気ディスクドライブ１５１と、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光媒体など、取外し可能な、不
揮発性の光ディスク１５６から読み取りもしくはそれに書き込む光ディスクドライブ１５
５とを示す。例示的な動作環境で使用できる他の取外し可能／取外し不能な、揮発性／不
揮発性のコンピュータ記憶媒体は、これだけに限らないが、磁気テープカセット、フラッ
シュメモリカード、多用途デジタルディスク、デジタルビデオテープ、固体ＲＡＭ、固体
ＲＯＭなどを含む。ハードディスクドライブ１４１は、通常、インターフェース１４０な
どの取外し不能なメモリインターフェースを介してシステムバス１２１に接続され、また
磁気ディスクドライブ１５１および光ディスクドライブ１５５は、通常、インターフェー
ス１５０などの取外し可能なメモリインターフェースにより、システムバス１２１に接続
される。
【００２２】
　上記で論じた、また図２で示したドライブおよびその関連するコンピュータ記憶媒体は
、コンピュータ可読命令、データ構造、プログラムモジュール、およびコンピュータ１１
０に対する他のデータの記憶を提供する。図２では、例えば、ハードディスクドライブ１
４１は、オペレーティングシステム１４４、アプリケーションプログラム１４５、他のプ
ログラムモジュール１４６、およびプログラムデータ１４７を記憶するものとして示され
ている。これらのコンポーネントは、オペレーティングシステム１３４、アプリケーショ
ンプログラム１３５、他のプログラムモジュール１３６、およびプログラムデータ１３７
と同一にすることも、異なるものとすることも可能であることに留意されたい。オペレー
ティングシステム１４４、アプリケーションプログラム１４５、他のプログラムモジュー
ル１４６、およびプログラムデータ１４７は、少なくとも、それらが異なる複製であるこ
とを示すために、ここでは、異なる番号を与えている。
【００２３】
　ユーザは、キーボード１６２、および一般にマウス、トラックボール、もしくはタッチ
パッドと呼ばれる指示装置１６１などの入力装置を介して、コンピュータ１１０にコマン
ドおよび情報を入力することができる。他の入力装置（図示せず）は、マイクロフォン、
ジョイスティック、ゲームパッド、サテライトディッシュ、スキャナなどを含むことがで
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きる。これらのまた他の入力装置は、システムバス１２１に結合されたユーザ入力インタ
ーフェース１６０を介して、処理装置１２０に接続されることが多いが、パラレルポート
、ゲームポート、またはＵＳＢ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｓｅｒｉａｌ　ｂｕｓ）など、他
のインターフェースおよびバス構造により接続することもできる。モニタ１９１または他
のタイプの表示装置がまた、ビデオインターフェース１９０などのインターフェースを介
して、システムバス１２１に接続される。モニタ１９１に加えて、コンピュータ１１０は
また、出力周辺インターフェース１９５を介して接続され得るスピーカ１９７およびプリ
ンタ１９６など、他の周辺出力装置を含むこともできる。
【００２４】
　コンピュータ１１０は、遠隔コンピュータ１８０など、１つまたは複数の遠隔コンピュ
ータへの論理的な接続を用いて、ネットワーク化された環境中で動作することができる。
遠隔コンピュータ１８０は、パーソナルコンピュータ、サーバ、ルータ、ネットワークＰ
Ｃ、同位（ｐｅｅｒ）装置、または他の共通のネットワークノードとすることができ、ま
た、メモリ記憶装置１８１だけが図２に示されているが、通常、コンピュータ１１０に対
して上記で述べたエレメントの多くのもの、またはすべてを含む。図２に示す論理的な接
続は、ＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）１７１、およびＷＡＮ（広域ネットワーク
）１７３を含むが、他のネットワークを含むこともできる。このようなネットワーク化環
境は、オフィス、企業規模のコンピュータネットワーク、イントラネット、およびインタ
ーネットにおいて普通のものである。
【００２５】
　ＬＡＮネットワーク化環境で使用される場合、コンピュータ１１０は、ネットワークイ
ンターフェースまたはアダプタ１７０を介して、ＬＡＮ１７１に接続される。ＷＡＮネッ
トワーク化環境で使用される場合、コンピュータ１１０は、通常、インターネットなどの
ＷＡＮ１７３を介して通信を確立するためのモデム１７２または他の手段を含む。モデム
１７２は、内部または外部のものとすることができるが、ユーザ入力インターフェース１
６０、または他の適切な機構を介してシステムバス１２１に接続することができる。ネッ
トワーク化された環境では、コンピュータ１１０、またはその部分に関して示されたプロ
グラムモジュールは、遠隔のメモリ記憶装置に記憶することができる。例のためであり、
限定するものではないが、図２は、記憶装置１８１上に常駐する遠隔のアプリケーション
プログラム１８５を示す。図示されたネットワーク接続は例示的なものであり、コンピュ
ータ間で通信リンクを確立する他の手段を使用できることも理解されよう。
【００２６】
　本明細書に開示の方法およびプロセスは、これだけに限らないが、サーバシステムソフ
トウェアアプリケーション（例えば、ＷＩＮＤＯＷＳ（登録商標）ＳＥＲＶＥＲ　ＳＹＳ
ＴＥＭ（商標）ソフトウェアアプリケーション）、検索ランキングアプリケーション、お
よびネットワーク空間内のドキュメントの利用データを生成し、維持し、かつ記憶するた
めのアプリケーション（例えば、ＷＩＮＤＯＷＳ（登録商標）ＳＨＡＲＥＰＯＩＮＴ（登
録商標）Ｓｅｒｖｉｃｅｓアプリケーション）を含む１つまたは複数のアプリケーション
プログラムを用いて実施することができ、そのアプリケーションプログラムのうちの任意
の１つが、例示のシステム１００におけるアプリケーションプログラム１３５、アプリケ
ーションプログラム１４５、および遠隔のアプリケーションプログラム１８５として指定
された数多くのアプリケーションプログラムのうちの１つとすることができる。
【００２７】
　上記で述べたように、所与のドキュメントに対するドキュメント適合性スコアを生成す
る開示の方法は、ハンドヘルド装置、マルチプロセッサシステム、マイクロプロセッサベ
ースの、もしくはプログラム可能な家庭用電子機器、ネットワーク化されたパーソナルコ
ンピュータ、ミニコンピュータ、メインフレームコンピュータなどを含む他のコンピュー
タシステムコンフィギュレーションで実装できることが当業者であれば理解されよう。所
与のドキュメントに対するドキュメント適合性スコアを生成する開示の方法はまた、タス
クが、通信ネットワークを介してリンクされた遠隔の処理装置により実施される分散コン
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ピューティング環境で実行することもできる。分散コンピューティング環境では、プログ
ラムモジュールを、ローカルおよび遠隔のメモリ記憶装置に配置することができる。
【００２８】
　例示的な諸実施形態の実装
　上記で論じたように、ネットワーク上のドキュメントに対するドキュメント適合性スコ
アを決定する方法が提供される。開示された方法は、ネットワーク上の各ドキュメントの
ドキュメント利用値を考慮に入れるランキング関数を使用して、ネットワーク上のドキュ
メントをランク付けすることができる。
【００２９】
　ネットワーク上のドキュメントに対するドキュメント適合性スコアを決定する開示の方
法は、いくつかのステップを含むことができる。例示的な一実施形態では、ネットワーク
上のドキュメントに対するドキュメント適合性スコアを決定する方法は、サーバで維持さ
れ、かつ記憶された実際の利用データに基づいた実際の利用値（ＵＡ）を、Ｎ個のドキュ
メントを含むネットワーク上の１つまたは複数のドキュメントに割り当てるステップと、
Ｎ個未満のドキュメントに実際の利用値（ＵＡ）が割り当てられる場合、関連する実際の
利用データを有していないドキュメントに対して、デフォルトの利用値（ＵＤ）を割り当
てるステップと、各ドキュメントに対して利用値（すなわち、ＵＡまたはＵＤ）を使用し
、ネットワーク上の所与のドキュメントのドキュメント適合性スコアを決定するステップ
とを含む。
【００３０】
　本明細書で使用される場合、用語「実際の利用データ」は、１人または複数のユーザに
よるドキュメントの「利用」に関連付けられたデータの１つまたは複数のタイプを表す。
所与のドキュメントまたは１組のドキュメントに対する実際の利用データのタイプは、こ
れだけに限らないが、所与の時間期間内のユーザすべてによるドキュメント閲覧数、所与
の時間期間内のユーザごとの平均ドキュメント閲覧数、所与の時間期間内で特定のドキュ
メントに費やされた合計時間、所与の時間期間内で特定のドキュメントに費やされた平均
時間などを含むことができる。所与の時間期間は、例えば、先週、先月、前年、そのドキ
ュメントの生存期間、または他の任意の所望の時間期間とすることができる。
【００３１】
　ネットワーク空間内のドキュメントに対するドキュメント利用データまたは統計を生成
し、維持し、記憶する諸ステップは、コンピューティングシステム上で一般に見出される
アプリケーションコードにより実施することができる。ドキュメント利用データは、所与
の検索クエリまたは検索エンジンとは独立して生成され、維持され、かつ記憶され、通常
、そのドキュメント（またはページ）を維持し、そのドキュメント（またはページ）をユ
ーザに利用可能にするサーバ上のアプリケーションコードにより生成され、維持され、か
つ記憶される。ドキュメント利用データまたは統計を生成し、維持し、かつ記憶するため
に適切なアプリケーションプログラムは、これだけに限らないが、ＷＩＮＤＯＷＳ（登録
商標）ＳＨＡＲＥＰＯＩＮＴ（登録商標）Ｓｅｒｖｉｃｅｓ、および他の同様のアプリケ
ーションプログラムを含む。
【００３２】
　これらのサービスサイトならびに同様の機能を実施する他のウェブサイトで、記憶され
維持されているドキュメント利用データは、上記で論じたアプリケーションコードを用い
てアクセスすることができる。例えば、ドキュメント利用データは、所与のウェブサイト
（例えば、ＷＩＮＤＯＷＳ（登録商標）ＳＨＡＲＥＰＯＩＮＴ（登録商標）Ｓｅｒｖｉｃ
ｅｓサイト）から、（ｉ）特殊なＡＰＩ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｐｒｏｇｒａｍｍｉ
ｎｇ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、もしくは（ｉｉ）ウェブサービス要求を介して、または（
ｉｉｉ）ウェブサイト上のすべてのＵＲＬに対して利用データを返す管理ウェブページを
要求することにより、アクセスすることができる。
【００３３】
　ネットワーク上のドキュメントに対するドキュメント適合性スコアを決定する開示され



(11) JP 4698737 B2 2011.6.8

10

20

30

40

50

た方法は、これだけに限らないが、実際のドキュメント利用を求めて、ネットワーク空間
内の１つまたは複数のドキュメントをモニタするステップと、ローカルまたは遠隔のデー
タ記憶ファイルに、１つまたは複数のドキュメントに対する実際のドキュメント利用デー
タを記憶するステップと、ドキュメントまたはそのドキュメントを含むフォルダに対する
実際の利用データに基づいて、ドキュメントに対する実際の利用値（ＵＡ）を計算するス
テップと、１つまたは複数のドキュメントに対する実際の利用値（ＵＡ）を、ローカルま
たは遠隔のデータ記憶ファイルに記憶するステップと、ローカルまたは遠隔のデータ記憶
ファイルから記憶されたドキュメント利用データまたは実際の利用値（ＵＡ）を要求する
（例えば、ユーザによる特定の検索クエリの後、検索エンジンからこのようなデータを要
求する）ステップと、ローカルまたは遠隔のデータ記憶ファイルから、１つまたは複数の
ドキュメントに対する実際のドキュメント利用データまたは実際の利用値（ＵＡ）を取り
出すステップと、任意選択で、ドキュメント利用値（すなわち、実際のまたはデフォルト
の）を、１つまたは複数のさらなるドキュメントプロパティとマージして、ドキュメント
に対するドキュメント適合性スコアを決定するステップとを含む、いくつかの追加のステ
ップを含むことができる。
【００３４】
　図３は、ネットワーク上のドキュメントに対して、実際のまたはデフォルトの利用値を
提供し、その後、システム管理者による任意選択の格下げ／格上げ手順が行われる例示の
方法の例示的な諸ステップを示す論理的な流れ図を表す。図３に示すように、例示の方法
４０１は、ブロック４０２で開始し、ステップ４０３に進む。ステップ４０３では、ネッ
トワーク上の第１のドキュメントが、実際の利用データを求めてクロール（ｃｒａｗｌ）
される。
【００３５】
　実際の利用データを求めて第１のドキュメントをクロールするステップ（ステップ４０
３）は、第１のドキュメントが、それに関連する何らかの実際の利用データを有するかど
うかを判定できるクローラアプリケーションを用いて実施することができ、第１のドキュ
メントが、それに関連する実際の利用データを有する場合、その実際の利用データを取り
出す。ネットワーク上のドキュメントに対する実際のまたはデフォルトの利用値を提供す
る開示の方法で使用するのに適したクローラアプリケーションは、これだけに限らないが
、特許文献３および４に記載のクローラアプリケーションを含み、その両方の特許の主題
を、参照により本明細書にその全体を組み込む。
【００３６】
　上記で論じたように、実際の利用データは、ネットワーク上の１つまたは複数のドキュ
メントに対する実際の利用データを記憶する１つまたは複数のファイルから取得され得る
。実際の利用データは、ドキュメントのコンポーネントとして、そのドキュメントと共に
記憶することができ、または実際のドキュメントから分離されたデータ記憶ファイルに記
憶することもできる。適切な遠隔の記憶システムは、これだけに限らないが、Ｍｉｃｒｏ
ｓｏｆｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（マイクロソフト社）（ワシントン州レドモンド）か
ら市販のＷＩＮＤＯＷＳ（登録商標）ＳＨＡＲＥＰＯＩＮＴ（登録商標）Ｓｅｒｖｉｃｅ
ｓ（ＷＳＳ）製品、ならびに他の同様な任意の遠隔記憶システムを含む。例えば、ＷＳＳ
遠隔記憶システムは、例えば、すべてのユーザにわたる所与のネットワーク上のすべての
ドキュメントに対する要求数を含む実際の利用データを記録し、先週、先月、前年、また
はそのドキュメントの全体の生存期間、あるいは他の任意の時間期間における、ドキュメ
ントごとのクリック数の統計を生成する。さらに、上記で述べたように、本明細書で開示
の方法は、ＷＳＳ遠隔記憶システムに限定されるのではなく、ＷＳＳ遠隔記憶システム、
または開示の方法における他の同様な任意のドキュメントデータシステムを使用できるこ
とを理解されたい。
【００３７】
　ドキュメントがクロールされた後、例示の方法４０１は判断ブロック４０４に進む。判
断ブロック４０４で、ドキュメントが、それに関連する実際の利用データを有するかどう
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かに関して、判定がアプリケーションコードにより行われる。ドキュメントがそれに関連
する実際の利用データを有すると判断された場合、例示の方法４０１はステップ４０５に
進み、実際の利用に基づいた利用値（ＵＡ）がドキュメントに割り当てられる。実際の利
用値（ＵＡ）は、ドキュメントに関連付けられた実際の利用データの１つまたは複数のコ
ンポーネントを用いて決定することができる。例えば、いくつかの実施形態では、ドキュ
メントに割り当てられる実際の利用値（ＵＡ）は、ドキュメントを閲覧するユーザの数に
対してだけ関連付けることができる。他の実施形態では、ドキュメントに割り当てられる
実際の利用値（ＵＡ）は、所与の時間期間内のユーザすべてによるドキュメント閲覧数、
所与の時間期間内のユーザごとの平均ドキュメント閲覧数、所与の時間期間内に特定のド
キュメントに対して費やされた合計時間、所与の時間期間内に特定のドキュメントに対し
て費やされた平均時間、または上記基準の任意のものの組合せに関連付けることができる
が、その所与の時間期間には、先週、先月、前年、ドキュメントの生存期間、または他の
所望の任意の時間期間が含まれる。
【００３８】
　所与のドキュメントに関連付けられた実際の利用データが、所与の時間期間中にドキュ
メントが使用されていない、または閲覧されていなかったことを示唆する場合がある。こ
のような場合、ドキュメントは、ゼロに等しい利用値（ＵＡ）が割り当てられて、その時
間期間中に利用がなかったことを示すこともできるが、通常、実際の使用に基づく、また
は実際には使用されていないことに基づく利用値（ＵＡ）は、ゼロ以外の数が割り当てら
れる。
【００３９】
　さらに、いくつかの場合では、実際の利用データは、個々のドキュメントとは反対に、
１組のドキュメントと関連付けられ得る。例えば、フォルダは、１組のドキュメントを含
むことができ、また関連するサーバは、フォルダ内の個々のドキュメントではなく、フォ
ルダ（の使用）にアクセスすることに関係する利用データを追跡するだけであり得る。こ
の実施形態では、フォルダに関連付けられた実際の利用データがある場合、フォルダの実
際の利用データに基づいて、利用値（ＵＡ）がフォルダ内の各ドキュメントに対して提供
され得る。通常、各利用値（ＵＡ）は、フォルダ内の各ドキュメントで同じとなるが、し
かし、もしそれが望ましい場合、フォルダ内の異なるドキュメントに対して、異なる利用
値（ＵＡ）を割り当てることもできる。
【００４０】
　ステップ４０５から、例示の方法４０１は、以下で述べる判断ブロック４０６に進む。
【００４１】
　判断ブロック４０４に戻ると、ドキュメントが、それに関連する実際の利用データを有
していないという判断が行われた場合、例示の方法４０１はステップ４０７に進み、デフ
ォルトの利用値（ＵＤ）がドキュメントに割り当てられる。例えば、ドキュメント利用デ
ータを維持していないウェブサイトの一部であるドキュメントに対して、デフォルトの利
用値（ＵＤ）を割り当てることができる。ドキュメントに割り当てられたデフォルトの利
用値（ＵＤ）は、実際の利用データを有するドキュメントに対して、ドキュメントに初期
の重要度を提供するために使用することができる。例えば、所与のドキュメントに対する
より高い利用値が、ネットワーク内におけるドキュメントの相対的な重要度を示す場合、
ドキュメントにより低いデフォルトの利用値（ＵＤ）を割り当てることは、ネットワーク
上の他のドキュメントに対して、そのドキュメントの重要度を格下げすることである。
【００４２】
　所与のドキュメントに対するより高い利用値が、ネットワーク内のドキュメントの相対
的な重要度を示す例示的な一実施形態では、ドキュメントに割り当てられるデフォルトの
利用値（ＵＤ）は、ネットワーク上の他のドキュメントに割り当てられた実際の利用値（
ＵＡ）に対して相対的なものであり得る。例えば、ドキュメントの相対的な重要度を低く
するために、上記で述べたように、ネットワーク上の他のドキュメントに割り当てられた
どの実際の利用値（ＵＡ）にも満たないデフォルトの利用値（ＵＤ）をそのドキュメント
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に割り当てることができる。ドキュメントの相対的な重要度を高めることが望ましい場合
、デフォルトの利用値（ＵＤ）をドキュメントに割り当てることができるが、その場合、
そのデフォルトの利用値（ＵＤ）は、ネットワーク上の他のドキュメントに割り当てられ
たどの実際の利用値（ＵＡ）よりも大きく、あるいはネットワーク上の他のドキュメント
のいくつかに割り当てられた実際の利用値（ＵＡ）のいくつかよりも大きくする。
【００４３】
　他の諸実施形態では、割り当てられた実際の利用値（ＵＡ）を有するドキュメントと比
較して、平均的な相対重要度がドキュメントに与えられるように、実際の利用データのな
いドキュメントに対して、デフォルトの利用値（ＵＤ）を割り当てることができる。例え
ば、この実施形態では、実際の利用データを有しないドキュメントに対するデフォルトの
利用値（ＵＤ）は、最小に割り当てられた実際の利用値（ＵＡｍｉｎ）から、最大に割り
当てられた実際の利用値（ＵＡｍａｘ）の範囲とすることができ、あるいは最小に割り当
てられた実際の利用値（ＵＡｍｉｎ）と、最大に割り当てられた実際の利用値（ＵＡｍａ

ｘ）との間の特定の範囲内とすることもできる。この実施形態では、実際の利用データの
ないドキュメントは、それに関連する実際のデータを有するドキュメントと比較して、中
程度の利用を示唆する、平均的な相対重要度を備える。
【００４４】
　ステップ４０７から、例示の方法４０１は判断ブロック４０６に進む。判断ブロック４
０６で、ネットワーク上のドキュメントのすべてが、実際の（ＵＡ）、またはデフォルト
の（ＵＤ）利用値を有するかどうかに関して、アプリケーションコードにより判定が行わ
れる。ネットワーク上のドキュメントのすべてが、実際の（ＵＡ）、またはデフォルトの
（ＵＤ）利用値を有していないという判断が行われた場合、例示の方法４０１はステップ
４０８に進み、実際の利用データを求めて次のドキュメントがクロールされる。ステップ
４０８から、例示の方法４０１は判断ブロック４０４に戻り、上記で論じたように進む。
【００４５】
　判断ブロック４０６に戻ると、ネットワーク上のドキュメントのすべてが、実際の（Ｕ

Ａ）、またはデフォルトの（ＵＤ）利用値を有しているとアプリケーションコードにより
判定が行われた場合、例示の方法４０１は判断ブロック４０９に進む。判断ブロック４０
９で、ネットワーク空間内の所与のドキュメントの重要度をさらに正確に表すために、任
意の実際の（ＵＡ）、またはデフォルトの（ＵＤ）利用値を格下げすべきかどうか、シス
テム管理者によって判定が行われる。ネットワーク空間内の１つまたは複数のドキュメン
トの重要度をさらに正確に表すために、１つまたは複数の実際の（ＵＡ）、またはデフォ
ルトの（ＵＤ）利用値を格下げするという判断が行われた場合、例示の方法４０１はステ
ップ４１０に進み、１つまたは複数のドキュメント（またはＵＲＬ）の実際の（ＵＡ）、
またはデフォルトの（ＵＤ）利用値が、負または正に調整される。ステップ４１０から、
例示の方法４０１は、以下で述べるステップ４１１に進む。
【００４６】
　判断ブロック４０９に戻ると、１つまたは複数の実際の（ＵＡ）、またはデフォルトの
（ＵＤ）利用値を格下げ（または格上げ）しないという判断が行われた場合、例示の方法
４０１は直接ステップ４１１に進む。ステップ４１１では、ネットワーク空間内の各ドキ
ュメントに対する全体のドキュメント適合性スコアを決定するために、実際の（ＵＡ）、
およびデフォルトの（ＵＤ）利用値がランキング関数中で使用される。ステップ４１１か
ら、例示の方法４０１は終了ブロック４１２に進む。
【００４７】
　すべての実際の（ＵＡ）、またはデフォルトの（ＵＤ）利用値が決定され、かつ任意選
択で、そうすることが望ましい場合、格下げ（または任意選択で格上げ）された後、各ド
キュメントに対する実際の（ＵＡ）、またはデフォルトの（ＵＤ）利用値がランキング関
数中でパラメータとして使用され、各ドキュメントに対するドキュメント適合性スコアを
提供することができる。このようなドキュメント適合性スコアは、検索クエリの検索結果
をランク付けするために使用することができる。ドキュメント利用値パラメータを含むラ
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ンキング関数を用いて、生成された検索結果をランク付けする例示の方法が図４に示され
る。
【００４８】
　図４は、例示の方法２０における例示的な諸ステップを示す論理的な流れ図を提供し、
例示の方法２０は、利用値パラメータを含むランキング関数を用いて、生成された検索結
果をランク付けする方法を含む。図４に示すように、例示の方法２０は、ブロック２０１
で開始し、ステップ２０２に進む。ステップ２０２では、ユーザは、検索クエリを入力す
ることにより検索を要求する。ステップ２０２の前に、ネットワーク上のドキュメントの
それぞれに対する実際のまたはデフォルトの利用値が、先行して計算されている。ステッ
プ２０２から、例示の方法２０は、ステップ２０３に進む。
【００４９】
　ステップ２０３では、ネットワーク上の各ドキュメントに対する実際のまたはデフォル
トの利用値が、インデックスに記憶された各ドキュメントに対する他の任意のドキュメン
ト統計（例えば、他のクエリ非依存統計）とマージされる。他のドキュメント統計と、実
際のまたはデフォルトの利用値とをマージすることにより、ランキングに関係するすべて
の情報が一緒に集められるので、クエリ応答時間をより速くすることができる。したがっ
て、インデックス中にリストされた各ドキュメントは、マージされた後、関連する実際の
、またはデフォルトの利用値を有する。マージが完了した後、例示の方法２０は、ステッ
プ２０４に進む。
【００５０】
　ステップ２０４で、利用パラメータを含む所与のドキュメントに対するクエリ非依存ド
キュメント統計が、ランキング関数のコンポーネントとして提供される。クエリ依存デー
タもまた、通常、ランキング関数の別のコンポーネントとして所与のドキュメントに対し
て提供される。クエリ依存データまたはランキング関数のコンテンツ関連部分は、実際の
検索タームおよび所与のドキュメントのコンテンツに依存する。
【００５１】
　一実施形態では、ランキング関数は、利用パラメータを含む少なくとも１つのクエリ非
依存（ＱＩＤ）コンポーネントを含む。一実施形態では、クエリ非依存（ＱＩＤ）コンポ
ーネントは、以下の式により表すことができる。
【００５２】
【数１】

【００５３】
ただし、
　Ｕは、実際の利用値またはデフォルトの利用値を表し、また、
　ｗｕおよびｋｕは、利用値に対する調整パラメータを表す。他の実施形態では、クエリ
非依存（ＱＩＤ）コンポーネントは、以下の式により表すことができる。
【００５４】
　　ＱＩＤ（ドキュメント）＝ｗｕＵ＋ｋｕ　　　　　（２）
ただし、
　Ｕは、実際の利用値またはデフォルトの利用値を表し、また、
　ｗｕおよびｋｕは、利用値に対する調整パラメータを表す。さらに他の実施形態では、
クエリ非依存（ＱＩＤ）コンポーネントは、以下の式により表すことができる。
【００５５】
　　ＱＩＤ（ドキュメント）＝ｗｕ［１＋ｅｘｐ（－ｋｕＵ－Ｂ）］＋Ｃ　　　　（３）
ただし、
　Ｕは、実際の利用値またはデフォルトの利用値を表し、また、
　ｗｕ、ｋｕ、Ｂ、およびＣは、利用値に対する調整パラメータ（すなわち、スカラー定
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数）を表す。
【００５６】
　他の実施形態では、ランキング関数は、上記で述べたクエリ非依存（ＱＩＤ）コンポー
ネントと、少なくとも１つのクエリ依存（ＱＤ）コンポーネントの合計を含み、次のよう
になる。
【００５７】
　　スコア＝ＱＤ（ドキュメント、クエリ）＋ＱＩＤ（ドキュメント）
ＱＤコンポーネントは、任意のドキュメントスコアリング関数とすることができる。一実
施形態では、ＱＤコンポーネントは、２００４年３月１８日に出願された、「FIELD WEIG
HTING IN TEXT DOCUMENT SEARCHING」と題する特許文献５に記載のフィールド重み付けス
コアリング関数（ｆｉｅｌｄ　ｗｅｉｇｈｔｅｄ　ｓｃｏｒｉｎｇ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）
に対応し、その主題を参照により本明細書にその全体を組み込む。フィールド重み付けス
コアリング関数の表現として使用できる１つの式は次のようになる。
【００５８】

【数２】

【００５９】
ただし、
　ｗｔｆ’は、すべてのフィールド（例えば、ドキュメントのタイトル、本体など）にわ
たる重みで乗算され、かつ各フィールド長および対応する平均長さにより正規化された、
検索クエリの所与のタームの重み付けされたターム頻度、またはターム頻度の合計を表し
、
　Ｎはネットワーク上のドキュメント数を表し、
　ｎはクエリタームを含むドキュメント数を表し、また
　ｋｌは調整可能な定数である。
　上記の項および式はさらに、特許文献５で詳細に述べられており、その主題を参照によ
り本明細書にその全体を組み込む。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、ランキング関数はさらに、その両方の主題が全体として参照
により本明細書に組み込まれる（ｉ）特許文献１に開示された方法により決定されるクリ
ック距離値、（ｉｉ）特許文献２に開示された方法により決定されるバイアスされたクリ
ック距離値、（ｉｉｉ）ドキュメントのＵＲＬ深さ、または（ｉｖ）（ｉ）もしくは（ｉ
ｉ）および（ｉｉｉ）の組合せ、を考慮に入れるＱＩＤコンポーネントを含むことができ
る。例えば、この任意選択の追加のＱＩＤコンポーネントは、以下の関数を含むことがで
きる。
【００６１】

【数３】

【００６２】
ただし、
　ｗｃｄは、クリック距離またはバイアスされたクリック距離パラメータを含むコンポー
ネントなどのクエリ非依存コンポーネントの重みを表し、
　ｂｃｄは、ＵＲＬ深さに対するクリック距離またはバイアスされたクリック距離の重み
を表し、
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　ｂｕｄは、ＵＲＬ深さの重みを表し、
　ＣＤは、ドキュメントに対する、計算されたもしくは割り当てられたクリック距離、ま
たはバイアスされたクリック距離を表し、
　ｋｅｗは、他の調整パラメータと同様の、ランキング関数の精度を最適化することによ
り決定される調整定数を表し（すなわち、ｋｅｗは、すべてのエッジが同じエッジ重み値
を有する場合、エッジ重み値を表し、エッジ重み値が互いに異なる場合、平均のエッジ値
を表すことができる）、
　ＵＤは、ＵＲＬ深さを表し、また
　ｋｃｄは、クリック距離飽和（ｓａｔｕｒａｔｉｏｎ）定数である。
【００６３】
　重み付けされた項（ｗｃｄ、ｂｃｄ、およびｂｕｄ）は、その関係する各項（すなわち
、クリック距離もしくはバイアスされたクリック距離パラメータ、所与のドキュメントに
対するクリック距離もしくはバイアスされたクリック距離値、および所与のドキュメント
のＵＲＬ深さをそれぞれ含むコンポーネント）の重要度を、かつ最終的にスコアリング関
数の結果の重要度を定義するのを支援する。
【００６４】
　ＵＲＬ深さ（ＵＤ）は、上記で参照したクエリ非依存コンポーネントに対する任意選択
の追加であり、クリック距離またはバイアスされたクリック距離値がスコアリング関数に
与え得る影響を均等化することができる。例えば、いくつかの場合では、あまり重要では
ない（すなわち、ＵＲＬ深さが大である）ドキュメントが、短いクリック距離またはバイ
アスされたクリック距離値を有することができる。ＵＲＬ深さは、ドキュメントのＵＲＬ
中で、スラッシュの数により表される。例えば、ｗｗｗ．ｅｘａｍｐｌｅ．ｃｏｍ＼ｄ１
＼ｄ２＼ｄ３＼ｄ４．ｈｔｍは、４つのスラッシュを含んでおり、したがってＵＲＬ深さ
４を有するはずである。しかし、このドキュメントは、比較的低いクリック距離またはバ
イアスされたクリック距離値を与える、メインページｗｗｗ．ｅｘａｍｐｌｅ．ｃｏｍか
ら直接のリンクを有することもできる。上記で参照された関数にＵＲＬ深さの項を含める
こと、およびクリック距離またはバイアスされたクリック距離値に対してＵＲＬ深さの項
を重み付けすることは、ネットワーク内でのドキュメントの重要度をさらに正確に反映さ
せるように、比較的高いクリック距離またはバイアスされたクリック距離値を補償するこ
とになる。ネットワークに応じて、３以上のＵＲＬ深さは、深いリンクと見なすことがで
きる。
【００６５】
　一実施形態では、所与のドキュメントに対して、ドキュメント適合性スコアを決定する
ために使用されるランキング関数は、以下の関数を含む。
【００６６】
【数４】

【００６７】
ただし、諸項は上記で述べたものである。
【００６８】
　他の諸実施形態では、クエリ依存コンポーネント、クエリ非依存コンポーネント、また
はその両方の正確さを改善するために、ＵＲＬ深さがランキング関数から除かれ、または
他のコンポーネントがランキング関数に追加されることもあり得る。さらに、利用パラメ
ータを含む上記で述べたクエリ非依存コンポーネントは、検索結果のランク付けを改善す
るために、他のランキング関数（示していない）に組み込むこともできる。
【００６９】
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　ステップ２０４で、所与のドキュメントに対するドキュメント統計がランキング関数に
提供された後、例示の方法２０はステップ２０５に進む。ステップ２０５では、ドキュメ
ント適合性スコアが所与のドキュメントに対して決定され、メモリに記憶され、所与のド
キュメントと関連付けられる。ステップ２０５から、例示の方法２０は判断ブロック２０
６に進む。
【００７０】
　判断ブロック２０６で、ネットワーク内の各ドキュメントに対して、ドキュメント適合
性スコアが計算されているかどうか、アプリケーションコードにより判定が行われる。ネ
ットワーク内の各ドキュメントに対して、ドキュメント適合性スコアが計算されていない
と判定された場合、例示の方法２０はステップ２０４に戻り上記で述べたように進む。ネ
ットワーク内の各ドキュメントに対して、ドキュメント適合性スコアが計算されていると
判定された場合、例示の方法２０はステップ２０７に進む。
【００７１】
　ステップ２０７で、数多くのドキュメントを含むクエリの検索結果は、その関連付けら
れたドキュメント適合性スコアに従ってランク付けされる。その結果得られたドキュメン
ト適合性スコアは、ネットワーク内の各ドキュメントの実際のまたはデフォルトの利用値
を考慮に入れる。検索結果がランク付けされた後、例示の方法２０はステップ２０８に進
み、ランク付けされた結果がユーザに表示される。ステップ２０８から、例示の方法２０
はステップ２０９に進み、最高にランク付けされた結果がユーザにより選択され、閲覧さ
れる。ステップ２０９から、例示の方法２０はステップ２１０に進み、例示の方法２０は
終了する。
【００７２】
　ネットワーク内のドキュメントに対してドキュメント適合性スコアを生成し、またドキ
ュメント適合性スコアを用いて、検索クエリの検索結果をランク付けする上記で述べた方
法に加えて、上記で述べた方法を実施するためのコンピュータ実行可能命令をその上に記
憶させたコンピュータ可読媒体がまた、本明細書で開示される。
【００７３】
　コンピューティングシステムがさらに本明細書で開示される。例示的なコンピューティ
ングシステムは、そのコンピューティングシステムで使用可能な少なくとも１つのアプリ
ケーションモジュールを含み、その少なくとも１つのアプリケーションモジュールが、そ
の上にロードされたアプリケーションコードを含み、そのアプリケーションコードが、ネ
ットワーク内のドキュメントに対するドキュメント適合性スコアを生成する方法を実施す
る。ネットワーク内のドキュメントに対するドキュメント適合性スコアを生成し、かつド
キュメント適合性スコアを用いて、上記で述べたように検索クエリの検索結果をランク付
けするためのコンピュータ実行可能命令をその上に有する上記で述べたコンピュータ可読
媒体のうちのいずれかを用いて、アプリケーションコードをコンピューティングシステム
上にロードすることができる。
【００７４】
　本明細書がその特定の諸実施形態に関して詳細に述べられてきているが、当業者であれ
ば、前述の内容の理解が得られると、これらの実施形態に対する改変、変形、および均等
な形態を容易に考え付くことができることを理解されたい。したがって、開示された方法
、コンピュータ可読媒体、およびコンピューティングシステムの範囲は、添付の特許請求
の範囲として、また請求項に対する任意の均等な形態の範囲として評価されるべきである
。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】ユーザにより入力された検索クエリに応じてランク付けされた検索結果を生成す
る方法における例示的な諸ステップを示す例示の論理的な流れ図である。
【図２】本明細書で開示の方法およびプロセスを実施するための例示的な動作環境の主要
なコンポーネントのいくつかのブロック図である。



(18) JP 4698737 B2 2011.6.8

【図３】ネットワーク上のドキュメントに対するドキュメント適合性スコアを決定するた
めの例示の方法における例示的な諸ステップを示す論理的な流れ図である。
【図４】ドキュメント利用パラメータを含むランキング関数を用いて生成された検索結果
をランク付けする方法における例示的な諸ステップを示す論理的な流れ図である。

【図１】 【図２】
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